
　「自律・友愛・進取」を校訓と

して掲げる倉敷南高校。それぞれ

には「自ら目標を設定し、達成の

ためにたゆまぬ努力を続ける」「学

校生活を通じ仲間意識を高め、連

帯感と友情を培う」「新しいことに

きょうじん

挑戦し、創造していく。強靱な精

神で困難に立ち向かう」といった

思いが込められています。校章に

描かれた３枚のクスノキの葉に

は、知・徳・体と、校訓に表した

精神が込められています。

倉
敷
南
高
校
の
正
門
脇
に
立
つ
校
訓
碑
。
門
を
挟
ん
だ

向
か
い
に
は
、
同
校
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
で
も
あ
る
ク

ス
ノ
キ
が
た
く
ま
し
く
枝
を
伸
ば
し
て
い
る

　本校は旧倉敷学区３校目の普通科総合選抜校とし

て、１９７４年に開校しました。

　開校時に移植された「楠の木」は、大空に向かって

すくすくと成長し、その姿は、倉敷南高校５０年の歴史

と重なります。卒業生は１万７０００人を超え、国内外で

多方面にわたり活躍しています。

　生徒たちは、校訓「自律・友愛・進取」のもと、文

武両道を掲げ、「夢をかたちに　Ｃｈａｎｃｅ＆Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ」

を合言葉に、夢に向かって日々努力を重ねています。

　現在、本校は「グローバル社会で貢献・活躍できる

人材の育成」を教育目標に掲げ、三つのグローバルプ

ログラムに取り組んでいます。①「国際交流プログラ

ム」では姉妹校との交互訪問、海外修学旅行、②「語

学・異文化理解プログラム」ではオンライン英会話、

語学留学、地域から学ぶマチプロ、ＳＤＧｓ課題をグ

ローカルな視点から考えるゼミ、③「英検対策プログ

ラム」により、グローバルマインドと実践的な英語力

を育んでいます。

　これからは、次の時代を見据えたグローバル教育を

推進し、さらに魅力ある普通科進学校へと進化してい

きます。今後ともご支援の程よろしくお願い申し上げ

ます。

【写真上から時計回りに】カ
シミア高校を訪れ記念写真に
納まる倉敷南高校生徒＝２０１８
年▼両校はコロナ禍の中でも
オンラインで交流▼倉南ラー
ニング・コモンズで整備され
た「ワークショップエリア」。
生徒のアクティブラーニング
に活用されている▼職員室前
には机やホワイトボードを並
べ、個別指導の場にも

　
高
度
経
済
成
長
を
背
景
と
す
る
進

学
意
欲
の
高
ま
り
や
急
激
な
人
口
増

を
受
け
、
旧
倉
敷
学
区
３
校
目
の
普

通
科
と
し
て
誕
生
し
た
倉
敷
南
高

校
。
近
年
は
、
校
訓
で
あ
る
「
自
律

・
友
愛
・
進
取
」の
精
神
を
実
践
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
貢
献
・
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
を
教
育
目
標
に
掲

げ
、
生
徒
一
人
一
人
の
進
路
希
望
や

習
熟
度
に
応
じ
た
丁
寧
な
指
導
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
同
校
で
は
、
旧
倉
敷
学
区
普
通
科

４
校
で
の
総
合
選
抜
が
廃
止
さ
れ
た

１
９
９
９
年
、
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
１
年
生
の
と
き

か
ら
専
門
的
な
学
習
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
「
英
語
・
社
会
」
「
数
理

・
自
然
」
コ
ー
ス
を
新
設
。
さ
ら
に

２
０
０
７
年
に
は
生
徒
が
多
彩
な
科

目
か
ら
授
業
を
選
択
で
き
る
「
進
学

重
視
型
単
位
制
」
へ
の
移
行
を
果
た

し
ま
し
た
。
難
関
大
学
へ
の
合
格
だ

け
で
な
く
、
芸
術
系
、
体
育
系
学
部
を

目
指
す
生
徒
の
た
め
の
科
目
も
取
り
そ

ろ
え
、
夢
の
実
現
を
後
押
し
し
て
い
ま

す
。

　
国
際
的
な
学
び
を
進
め
よ
う
と
２
０

１
８
年
、
倉
敷
市
の
姉
妹
都
市
（
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
市
）
に
あ
る
縁
で
以
前
か
ら
交
流
の

あ
っ
た
カ
シ
ミ
ア
高
校
と
姉
妹
校
提
携

を
結
び
、
教
員
・
生
徒
の
派
遣
・
受
け

入
れ
を
隔
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
行
き
来
が
で
き
な
か
っ
た
間
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
を
続
け
、
今
冬
か

ら
交
互
訪
問
を
再
開
し
ま
す
。
今
回
は

受
け
入
れ
側
で
、
�
月
に
カ
シ
ミ
ア
高

校
の
生
徒
�
人
が
５
泊
６
日
の
日
程
で

来
倉
。
倉
敷
南
高
生
徒
宅
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
な
が
ら
通
学
す
る
予
定
で
す
。

　
学
習
環
境
の
整
備
に
も
力
を
注
い
で

い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
の
「
倉
南
ラ
ー

ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
３
台
を
並
置

し
た
教
室
を
整
備
し
た
ほ
か
、
図
書

室
前
の
ホ
ー
ル
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
用
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
テ
ー
ブ

ル
を
置
く
な
ど
、
生
徒
が
個
人
学
習

に
打
ち
込
ん
だ
り
、
対
話
を
通
じ
た

学
び
を
深
め
た
り
で
き
る
場
を
設
け

ま
し
た
。
事
業
費
の
一
部
に
は
、
岡

山
県
教
委
が
ふ
る
さ
と
納
税
の
メ
ニ

ュ
ー
と
し
て
用
意
し
て
い
る
「
ふ
る

や

さ
と
岡
山
〝
学
び
舎
〟
環
境
整
備
事

業
」
で
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

　
「
文
武
両
道
」の
精
神
に
基
づ
き
、

部
活
動
に
も
積
極
的
。
運
動
部
・
文

化
部
合
わ
せ
�
の
部
が
あ
り
、
生
徒

の
加
入
率
は
８
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
全
国
大
会
や
中
国
大
会
で
活
躍

す
る
部
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。一
方
、

最
終
下
校
時
刻
を
午
後
６
時
半
、
週

２
日
は
必
ず
休
み
と
し
、
勉
学
に
過

度
な
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。

１９７２年�月　岡山県教委が開校の時期や設置学
科、通学区域、選抜方法を決定

　７３年４月　岡山県立学校開校準備事務局を岡
山県立烏城高等学校内に開局

　　　�月　岡山県立倉敷新設高等学校開校準
備事務局を岡山県立倉敷天城高等
学校内に開局

　　　�月　「岡山県立倉敷南高等学校」の校
名決定

　　　�月　設置条例を県議会議決
　７４年１月　岡山県立倉敷南高等学校設置
　　　３月　第１期生合格者３６０人発表
　　　　　　第１期工事竣工（敷地造成、校舎

・格技場など）
　　　４月　第１回入学式
　　　　　　開校記念式。４月２５日を開校記念

日に
　７５年３月　第２期工事竣工（校舎・渡り廊下

・部室他）
　７６年３月　校旗と校歌を制定、発表式挙行
　�年３月　第３期工事竣工（体育館・渡り廊

下他）
　　　　　　第１回卒業式。３５５人が卒業
　７９年５月　中庭竣工（洋式庭園）
　８０年４月　４校総合選抜となる
　　　８月　生徒会館落成式挙行
　８１年�月　南棟４階普通教室（５教室）増築

工事完了
　８３年�月　創立�周年記念式
　８８年４月　１年生定員が最多の５１５人に（現在

は３２０人）
　９３年�月　創立�周年記念式

　９８年�月　創立�周年記念第２運動場落成式
　９９年　　　４校総合選抜が廃止
２００３年�月　創立�周年記念式
　�年　　　文部科学省からスーパー・イング

リッシュ・ランゲージ・ハイスク
ール（ＳＥＬＨｉ）に指定

　０７年４月　単位制・２学期制へ移行
　１２年１月　体育館大規模改造工事竣工
　１３年�月　創立�周年記念式
　�年　　　「キャリア教育優良校」として文

部科学大臣表彰受ける
　�年　　　ニュージーランド・カシミア高校

と姉妹校提携、生徒�人を派遣
　１９年４月　３学期制へ移行　
　�年　　　「優良ＰＴＡ」として文部科学大

臣表彰受ける

　岡山県立倉敷南高等学校（倉敷市吉岡）は、今年創立�周

年を迎えました。正門脇で力強く育つクスノキにちなんだ

「楠のもとに半世紀　未来への挑戦」をスローガンに、さ

まざまな記念事業を展開。あす�日には倉敷市民会館で記

念式典が開かれます。（企画・制作／山陽新聞社広告本部）
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